18徒然草（兼好法師）

　「奥山に、猫 (＊)またといふものありて、人を食らふなる。」と、人の言ひけるに、「山ならねども、これらにも、猫の経 (へ)上がりて、猫またになりて、人とることはあなるものを。」と言ふ者ありけるを何 (なに)阿 (あ)弥 (み)陀 (だ)仏 (ぶつ)とかや、連 (れん)歌 (が)しける法師の、行 (＊ぎやう)願 (ぐわん)寺 (じ)のほとりにありけるが聞きて、ひとり歩 (あり)かん身は、①心すべきことにこそと思ひけるころしも、ある所にて夜ふくるまで連歌して、ただひとり帰りけるに、小 (こ)川 (がは)のはたにて、音 (おと)に聞きし猫また、あやまたず足 (あし)許 (もと)へふと寄り来て、Ａやがてかきつくままに、首のほどを②食はんとす。肝 (きも)心 (こころ)も失 (う)せて、防がんとするに、力もａなく足も立たず、小川へ転 (ころ)び入りて、「助けよや、猫また、よや、よや。」と叫ベば、家々より松どもともして走り寄りて見れば、このわたりに見知れる僧なり。「Ｂこは何 (か)に。」とて、川の中より抱 (いだ)き起こしたれば、連歌の賭 (かけ)物 (もの)取りて、扇・小箱など懐に持ちたりけるも、③水に入りぬ。④希 (け)有 (う)にして助かりたるさまにて、ふ這 (は)ふ家に入りにけり。正気も失って
辺り
おーい、
松明〔たいまつ〕
おーい
ねらいをはずさず
うわさに聞いた
この辺りにも
年をとって

　飼ひける犬の、ｂ暗けれど主 (ぬし)を知りて、飛びつきたりけるとぞ。はうようにして

（第八九段）

＊語注
＊猫また…化け猫。尾が二つに分かれ、人に害をなすという。
＊何阿弥陀仏…僧の名。浄土宗・時宗で、一字の下に「阿弥陀仏」と添えるのが流行した。
＊行願寺…京都市の中心部にある天台宗の寺。革堂 (こうどう)とも呼ばれている。

問１　――線部①の下に省略されている語をひらがな二字で答えよ。
〔　　　　   〕

問２　―線部②の意味として最も適当なものを次から選び、記号を◯で囲め。
ア　食いつくだろう
イ　食いつかずにいる
ウ　食いつこうとする
エ　食いつくまいとする

[bookmark: _GoBack]問３　＝　線部ａ「なく」、ｂ「暗けれ」について、活用の種類と終止形をそれぞれ答えよ。
ａ＝〔　　　　　〕活用（終止形）〔　　　　　　　〕
ｂ＝〔　　　　　〕活用（終止形）〔　　　　　　　〕

問４　――線部③の意味として、最も適当なものを次から選び、記号を○で囲め。
ア　水の中には落ちなかった
イ　水の中に落とすまいとした
ウ　水の中に落ちそうだった
エ　水の中に落ちてしまった

問５　――線部④の意味として、最も適当なものを次から選び、記号を○で囲め。
ア　やっとのことで　　イ　運悪く
ウ　のぞみどおりに　　エ　どうしようもなくて

問６　――線部Ａ･Ｂの文中での意味を答えよ。
Ａ＝〔　　　　　　　　　　〕
Ｂ＝〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

問７　本文の内容に合致するものを次から選び、記号を◯で囲め。
ア　法師は、ただの猫を猫またと早合点して小川に飛び込んだ。
イ　法師が、飼っていた犬を猫またと勘違いして大騒ぎになった。
ウ　法師が油断して猫またに襲われ、連歌の景品を壊してしまった。
エ　法師は猫またに襲われたが、かわいがっていた飼い犬に助けられた。


【解答】
問１　あれ
問２　ウ
問３　ａ＝ク〔活用〕・なし　ｂ＝ク〔活用〕・暗し
問４　エ
問５　ア
問６　Ａ＝すぐに　Ｂ＝これはどうしたことか
問７　イ

現代語訳　
　「奥山に、猫またというものがいて、人を食うということだ。」と、人が言ったところ、「山ではないけれども、この辺りにも、猫が年をとって、猫またになって、人をとって食うことがあるということなのに。」と言う人があったのを、何阿弥陀仏とかいう、連歌をしていた法師で、行願寺のそばに住んでいた者が聞いて、ひとり歩きする（自分の）ような身には、注意しなければならないこと（であるよ）と思っていたちょうどその頃、ある家で夜の更けるまで連歌をして、たったひとりで帰ってきたときに、小川のふちで、うわさに聞いた猫またが、ねらいをはずさず足もとへつっと寄って来て、すぐにとびつくと同時に、首のあたりに食いつこうとした。（法師は）正気も失って、防ごうとするが、力もなく足も（すくんで）立たず、小川へ転び入って、「助けてくれ、猫まただ、おーい、おーい。」と叫んだので、（辺りの）家々から（人々が）いくつも松明をともして走り寄って見ると、この辺りで顔を見知っている僧である。「これはどうしたことか。」と言って、川の中から抱き起こしたところ、連歌（の勝敗）に賭けて得た賞品を取って、（その）扇や小箱などを懐に持っていたのも、水（の中）に落ちてしまった。やっとのことで助かったという様子で、はうようにして家に入った。
　（これは、その法師が）飼っていた犬が、暗いけれども主人だと知って、飛びついたということだ。

ポイント
問１　「こそ」の結びは、已然形となる。「にや（あらむ）」、「にこそ（あれ）」などは省略されることが多い。
問２　「食はんとす」の「ん（む）」は意志の助動詞。
問４　「入りぬ」の「ぬ」は完了の助動詞。


